
 正しく表示されない可能性のある文字一覧
※UNIX系エージェント
※Windowsエージェント (Ver3.2.34以降及びVer3.3.0以降の場合)

文字 HP-UXマネージャ

環境でのGUI表示

Windowsマネージャ
環境でのGUI表示

￣(0x8150) “￣”(事象１) “￣”(正常表示)

―(0x815C) “―”(事象１) “―”(正常表示)

～(0x8160) “～”(事象１) “～”(正常表示)

∥(0x8161) “∥”(事象１) “∥”(正常表示)

－(0x817C) “－”(事象１) “－”(正常表示)

￥(0x818F) “¥”(事象１) “¥”(正常表示)

￠(0x8191) “￠”(事象１) “￠”(正常表示)

￡(0x8192) “￡”(事象１) “￡”(正常表示)

￢(0x81CA) “￢”(事象１) “￢”(正常表示)

文字 HP-UXマネージャ

環境でのGUI表示

Windowsマネージャ
環境でのGUI表示

0x8740-0x878F (※補足) “□” (事象２) 0x8740-0x878F
(正常表示)

〝(0x8780) “□” (事象２) “〝”(正常表示)

∮(0x8793) “□” (事象２) “∮” (正常表示)

∑(0x8794) “□” (事象２) “∑” (正常表示)

∟(0x8798) “□” (事象２) “∟” (正常表示)

⊿(0x8799) “□” (事象２) “⊿” (正常表示)

0xEAA5 以降

(2004 第三水準漢字以降)

不定(事象３) 不定(事象３)

(※補足） 〝(0x8780) を除く、以下となります。

①,②,③,④,⑤,⑥,⑦,⑧,⑨,⑩,⑪,⑫,⑬,⑭,⑮,⑯,⑰,⑱,⑲,⑳,Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ,Ⅸ,Ⅹ,

㍉,㌔,㌢,㍍,㌘,㌧,㌃,㌶,㍑,㍗,㌍,㌦,㌣,㌫,㍊,㌻,㎜,㎝,㎞,㎎,㎏,㏄,㎡,㍻,〟,№,㏍,℡,㊤,㊥,㊦,㊧,㊨,㈱,㈲,㈹,㍾,㍽,㍼

事象１/事象２
HP-UXマネージャ固有の事象です。HP-UX版のJava（Unicode）の仕様に因るものです。
事象１は、よく似た字体で表示されます。例えば、“￣”の場合、半角の“￣”です。
事象２は、対応する字体が無いため、“□”で表示されます。
なお、Windows版のJava（Unicode） では発生しません。

事象３
SystemManagerエージェントで、未サポートのコードです。化け方に規則性有りません。化け方が文字に
よって異なり、“?”で表示されたり、別な文字で表示されたりする可能性があります。



 正しく表示されない可能性のある文字一覧
※Windowsエージェント (Ver3.2.33以前の場合)

文字 HP-UXマネージャ

環境でのGUI表示

Windowsマネージャ
環境でのGUI表示

￣(0x8150) “￣”(事象１) “￣”(正常表示)

―(0x815C) “―”(事象１) “―”(正常表示)

～(0x8160) “?”(事象4) “?”(事象4)

∥(0x8161) “?”(事象4) “?”(事象4)

－(0x817C) “?”(事象4) “?”(事象4)

￥(0x818F) “¥”(事象１) “¥”(正常表示)

￠(0x8191) “?”(事象4) “?”(事象4)

￡(0x8192) “?”(事象4) “?”(事象4)

￢(0x81CA) “?”(事象4) “?”(事象4)

文字 HP-UXマネージャ

環境でのGUI表示

Windowsマネージャ
環境でのGUI表示

0x8740-0x878F (※補足) “□” (事象２) 0x8740-0x878F
(正常表示)

〝(0x8780) “?”(事象４) “?”(事象４)

∮(0x8793) “□” (事象２) “∮” (正常表示)

∑(0x8794) “□” (事象２) “∑” (正常表示)

∟(0x8798) “□” (事象２) “∟” (正常表示)

⊿(0x8799) “□” (事象２) “⊿” (正常表示)

0xEAA5 以降

(2004 第三水準漢字以降)

不定(事象３) 不定(事象３)

(※補足） 〝(0x8780) を除く、以下となります。

①,②,③,④,⑤,⑥,⑦,⑧,⑨,⑩,⑪,⑫,⑬,⑭,⑮,⑯,⑰,⑱,⑲,⑳,Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ,Ⅸ,Ⅹ,

㍉,㌔,㌢,㍍,㌘,㌧,㌃,㌶,㍑,㍗,㌍,㌦,㌣,㌫,㍊,㌻,㎜,㎝,㎞,㎎,㎏,㏄,㎡,㍻,〟,№,㏍,℡,㊤,㊥,㊦,㊧,㊨,㈱,㈲,㈹,㍾,㍽,㍼

事象１/事象２
HP-UXマネージャ固有の事象です。HP-UX版のJava（Unicode）の仕様に因るものです。
事象１は、よく似た字体で表示されます。例えば、“￣”の場合、半角の“￣”です。
事象２は、対応する字体が無いため、“□”で表示されます。
なお、Windows版のJava（Unicode） では発生しません。

事象３
SystemManagerエージェントで、未サポートのコードです。化け方に規則性有りません。化け方が文字に
よって異なり、“?”で表示されたり、別な文字で表示されたりする可能性があります。

事象４
Windowsエージェントでのコード変換による文字化けです。“?”で表示されます。
（注意） Windowsエージェントが、Ver3.2.34 以降及び、Ver3.3.0 以降では、発生しません。


